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分類と適応証

1 ．辛 温解表薬

2 ．辛 凉解表薬

昇提中気薬

使用上の注意



  

【注解】
解表の字義

発散の字義

1．辛温解表薬
1）風寒感冒使用薬
2）軽度発散薬

2．辛凉解表薬
1）風温証・風熱証使用薬 蟬
2）昇提中気薬 葛



解表薬各論

1．辛温解表薬

麻　

黄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔基源〕
“肺経の専薬（専門薬）”といわれ，肺に働きかけることで，解表発汗・宣肺 ・

利水 の各作用を行う
1．発汗解表

配 葛 葛
2．宣肺平喘

配

3．利水消腫
配

4．他
（1）透疹
配 蟬 葛

（2）祛風湿 配

〔用法〕

〔注意〕

麻黄〈まおう〉・麻黄根〈まおうこん〉・桂枝〈けいし〉

発汗解表

配 葛 葛

《類似点》



  

桂　

枝

【付】麻黄根
〔基原〕

1．止汗
配 

〔用量〕

〔起原〕
◆表裏の陽気を温め，表邪を除き，気血を巡らせる◆
1．発汗解表

配

配 葛 葛
2．温経

配

配

飴

3．通陽化気

配

配

配

〔用法〕
〔注意〕



紫
蘇
葉

《類似点》
紫蘇葉〈しそよう〉・荊芥〈けいがい〉

〔別名〕
〔起原〕
◆風寒を散じ，気を巡らせ肺や脾胃の気滞を去る。荊芥に比べ，散寒力は強い◆
1．発汗解表

配

配

2．行気和中

配

3．行気安胎
配

4．他 配

〔用法〕

荊　

芥

〔別名〕
〔起原〕
◆紫蘇に比べ祛風作用に優れるが，辛温性は弱く，血分にも作用する◆
1．祛風解表

配

2．止血
配

3．透疹・止痒・止痙
配 蟬

発散風寒



  

蟬

〔用法〕

防　

風

〔起原〕
◆全身を巡り，風邪による緒証を緩和する。祛風の重要薬◆
1．祛風

配

配
配

配

配
配

配

配

2．止瀉 配

〔用法〕
〔注意〕

〔参考〕 浜防風 北沙参

【付】荊芥穂
〔基原〕

防風〈ぼうふう〉



1．祛風燥湿止痛

2．発散風寒
3．昇散作用

《類似点》

活

〔起原〕
◆“その気は雄にしてよく散ず”といわれ，三薬中，最も強い発汗・発散風寒・祛
湿・止痛作用を有する◆
1．発散風寒

配

2．祛風湿・止痛

配

配

配 蟬
〔用法〕
〔注意〕

活〈きょうかつ〉・藁本〈こうほん〉・白芷〈びゃくし〉

藁　

本

〔基原〕
◆寒性の頭痛に多用される辛温解表薬◆
1．発散風寒・止痛

配

2．他 配

〔用法〕
〔注意〕

白　

芷

〔基原〕
◆温燥除湿作用が強く，“善く頭面諸症を治す”といわれ，頭部・顔面の諸疾患に多
用される◆
1．祛風解表止痛

配

配 葛
2．通鼻窮

配

3．排膿消癰
配



  

蒼
耳
子

〔基原〕
◆通鼻し皮膚の湿を除く。鼻渊頭痛の重要薬。辛夷に比べ，祛風除湿作用が強く，
鼻渊以外にも使用される◆
1．通鼻・散風寒
2．祛風湿止痛

配

配 蟬
〔用法〕
〔注意〕

《類似点》
蒼耳子〈そうじし〉・辛夷〈しんい〉

4．燥湿止帯
配

5．他

〔用法〕
〔注意〕

辛　

夷

〔基原〕
◆鼻疾患の常用薬。蒼耳子に比べ，通鼻作用は強いが解表力は弱い◆
1．通鼻・散風寒

配

葛

〔用法〕
〔注意〕

◆鼻渊 の常用薬。解表薬としてはあまり使用されない◆
通鼻・散風寒

配



【参考】生姜の炮製
姜

乾姜

炮姜

葱　

白

〔基原〕
◆散寒通陽に優れる辛温解表薬◆
1．発汗解表 配

2．散寒通陽

配

〔用法〕
〔注意〕

葱白〈そうはく〉

生　

姜

〔基原〕
◆解表して中焦を和す。解表作用とともに脾胃を温め整えて除湿し，よく止嘔する◆
1．発汗解表

2．温中・止嘔

配

3．解毒

配

〔用法〕
〔注意〕

生姜〈しょうきょう〉

【付】生姜皮

1．利水消腫 配



  

配 

香　

薷

〔基原〕
◆“夏月の麻黄”といわれ，麻黄に類似した性質を有し，夏季の寒邪の感冒に多用
される◆
1．発汗祛暑化湿

配

2．利水消腫 配

〔用法〕
〔注意〕

香薷〈こうじゅ〉

生姜（中国）の炮製による作用の相違

主な作用 発散作用 温中作用

生姜

乾姜

炮姜

姜

日本と中国の生姜と乾姜の表記の相違

生ショウガ 乾燥したショウガ 加熱したショウガ

中国名

日本名



2．辛凉解表薬

◆利咽・透疹作用を有する辛凉解表薬。ともによく配合される（相須）◆
1．発散風熱

2．清利咽頭
蟬

3．透疹

《類似点》
薄荷〈はっか〉・牛蒡子〈ごぼうし〉・ 退〈せんたい〉

薄　

荷

〔基原〕
◆風熱の邪を透散 する。芳香性で軽く浮いて上昇し頭部疾患に多用される◆
1．発散風熱

配

2．清頭目
配

配

3．清利咽頭
配

4．透疹

配 蟬 葛
5．疏肝解鬱

配

〔用法〕
〔注意〕

牛
蒡
子

〔基原〕
◆風熱を散ずるとともによく解毒する。薄荷に比べ発汗力は弱いが，優れた清熱解
毒作用を有する◆
1．発散風熱・清利咽頭

配

2．清肺熱
配



  

3．清熱解毒
配 ①

4．解毒透疹 蟬

配 蟬
葛

5．潤腸通便
〔用法〕

〔注意〕

蟬　

退

〔別名〕蟬 蟬
〔基原〕
◆肺熱を散じよく開音し，凉肝熄風作用を有する◆
1．発散風熱・利咽開音

配

配 蟬

2．透疹止痒

配

葛

配

3．止痙
配

4．明目退翳

配

蟬
配

〔用法〕

〔注意〕



◆風熱を軽く散じるとともに清肝明目作用を有する。ともによく配合される（相須）◆
1．疎散風熱

配

2．清肝明目

配
配

配

《類似点》

桑　

葉

〔基原〕
◆菊花に比べ清肝明目作用は弱いが，清肺熱潤肺止咳作用を有する◆
1．疎散風熱

配

2．清肺熱
配

3．清肝明目 配

〔用法〕

桑葉〈そうよう〉・菊花〈きくか〉

菊　

花

〔基原〕
◆桑葉に比べ清肝作用に優れ，かつ清熱解毒作用を有する。潤性は桑葉より強く，
陰虚証にも使用可能。肝火上炎 や肝陰不足証に多用される◆
1．疎散風熱

配

2．清肝明目

配

配

3．清熱解毒

〔用法〕

【付】野菊花

〔基原〕



  

◆菊花より清熱解毒作用に優れるが，潤性はない◆
1．清熱解毒

配

〔用法〕

蔓
荊
子

〔基原〕
◆頭部顔面の風熱を散じ，よく止痛する◆
1．散風止痛・清頭目

配

配

蟬
配

2．祛風止痛
配

〔用法〕
〔注意〕

淡
豆
鼓

〔別名〕
〔基原〕
◆外邪を散じ，肺胃の鬱熱を除く。解表除煩薬◆
1．解表

配

2．除煩
配

〔用法〕

蔓荊子〈まんけいし〉

淡豆鼓〈たんとうし〉

【共通類似点】
1．発散風熱
2．昇提陽気
【葛根・升麻の類似点】
透疹

配 葛

《類似点》
柴胡〈さいこ〉・葛根〈かっこん〉・升麻〈しょうま〉



柴　

胡

〔基原〕
◆陽気を引き上げ，気を巡らせ，鬱熱を去る。葛根より昇陽作用に優れる◆
1．解表退熱

配

配 葛 葛
配

2．疏肝解鬱

配

3．昇提陽気

配

〔用法〕

〔注意〕

葛　

根

〔基原〕
◆浮性があり，外表では退熱 や透疹 により表邪を去り，内では昇陽・生津により
渇と痢を止める◆
1．解表退熱

配 葛

葛

2．透疹
配

葛
3．昇陽止瀉

配

葛



  

升　

麻

浮　

萍

〔基原〕
◆軽く浮き昇散性があり，外表に達して解表 ・透疹 ・利水 を行う◆
1．発汗解表 配

2．透疹止痒
配

3．利水消腫
〔用法〕
〔注意〕

4．生津止渇
配

〔用法〕 葛 葛
〔注意〕
〔参考〕

〔基原〕
◆清熱解毒作用を有する昇陽薬◆
1．発表透疹

配 葛 葛

2．昇提 中気

配

3．清熱解毒
配

配

配

〔用法〕
〔注意〕

浮萍〈ふひょう・ふへい〉



類似解表薬の鑑別

《相違点》

《類似点》
荊芥・防風

荊芥
防風

《相違点》

《類似点》
活・藁本・白芷・細辛

活

藁本
白芷

細辛

《相違点》

《類似点》
香薷・麻黄

麻黄

香薷

《相違点》

《類似点》
麻黄・浮萍

麻黄
浮萍



  

解表薬のまとめ

《相違点》
紫蘇葉

生姜　

《類似点》
紫蘇葉・生姜

頭痛部位と使用漢薬

部　位 漢　薬

太　陽

陽　明

少　陽

厥　陰



解表薬の効能分類

発汗作用

辛温薬

辛凉薬

止痛作用

辛温薬

辛凉薬

皮膚作用
辛温薬

辛凉薬

他の作用

辛温薬

辛凉薬
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